
山
上
の
都
か
ら
日
本
の
十
字
路
へ

　

南
信
州
地
方
の
中
核
都
市
・
長
野
県
飯
田
市
は
、

近
世
の
幕
藩
時
代
に
は
東
山
道
な
ど
を
経
由
し
、
京

や
江
戸
を
発
信
源
と
す
る
最
新
文
化
が
常
に
流
入
す

る「
山
上
の
都
」と
呼
ば
れ
て
い
た
と
い
う
。
同
時
に

三
州
街
道
・
遠
州
街
道
お
よ
び
天
竜
川
の
水
運
な
ど

に
よ
っ
て
太
平
洋
側
と
も
緊
密
に
結
ば
れ
て
い
た
。

　

置
か
れ
た
地
理
的
環
境
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
絶

え
ず
流
入
し
て
く
る
最
新
の
文
化
を
十
分
に
消
化

し
、
独
自
の
地
域
文
化
へ
と
紡
ぎ
上
げ
て
い
っ
た「
飯

田
の
特
質
」
は
、
そ
の
教
育
熱
心
な
（
学
習
を
好
む
）

地
域
性
に
よ
る
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
よ
う
だ
。
現
在

も
長
野
県
は
し
ば
し
ば
教
育
県
と
呼
ば
れ
、
教
育
熱

心
な
土
地
柄
に
定
評
が
あ
る
が
、
江
戸
時
代
の
記
録

に
既
に
そ
の
特
質
が
現
れ
て
い
る
。

　

例
え
ば
寺
子
屋
設
置
数（
人
口
比
）に
お
い
て
、
信

州
は
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
だ
っ
た
。
中
で
も
城
下
町
・

飯
田
の
寺
子
屋
設
置
数
は
群
を
抜
い
て
お
り
、
そ
れ

は
現
在
の
飯
田
市
を
中
心
市
と
す
る
南
信
州
地
方
全

域
の
傾
向
で
も
あ
っ
た
。
文
化
を
受
け
入
れ
る
土
壌

が
深
く
豊
か
に
準
備
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
が
近
代
以
降
に
交
通
網
の
急
速
な
整
備
が

進
む
に
つ
れ
、
近
代
以
前
に
培
わ
れ
た
わ
が
国
の
地

理
的
、
文
化
的
環
境
条
件
は
、
随
所
で
有
名
無
実
化

し
て
い
く
。
端
的
に
は
鉄
道
や
道
路
建
設
を
し
や
す

い
地
理
的
環
境
条
件
を
持
つ
地
域
に
新
た
な
都
市
圏

が
築
か
れ
る
例
が
続
出
。
さ
ら
に
近
年
の
高
速
交
通

網
時
代
を
迎
え
る
に
至
っ
て
、
企
業
立
地
環
境
な
ど

に
も
大
き
な
格
差
が
生
ま
れ
る
。
付
随
し
て
新
た
な

交
通
網
、
高
速
交
通
網
か
ら
漏
れ
た
都
市
は
次
第
に

人
口
減
少
化
へ
の
道
を
歩
む
傾
向
が
目
立
つ
よ
う
に

な
っ
て
い
く
。

　

飯
田
市
も
そ
の
例
に
漏
れ
ず
、
昭
和
25
年
の
約

11
万
４
０
０
０
人
を
ピ
ー
ク
に
人
口
の
増
減
を
繰
り

返
し
つ
つ
、
長
期
的
に
は
漸
減
傾
向
が
続
き
、
現
在

は
約
10
万
５
０
０
０
人（
平
成
26
年
２
月
末
時
点
）に

止
ま
っ
て
い
る
。

　

高
速
バ
ス
に
よ
る
ア
ク
セ
ス
で
は
東
京
か
ら

約
４
時
間
、
大
阪

か
ら
約
４
時
間
、
名
古
屋
か

ら
約
２
時
間
、
長
野
市
か
ら
約
３
時
間
。
本
数
の
少

な
い
鉄
道（
中
央
線
経
由
）で
は
東
京
か
ら
約
４
時
間

半
掛
か
る
（
現
実
的
に
は
東
京
か
ら
も
大
阪
か
ら
も

名
古
屋
ま
で
新
幹
線
を
利
用
し
、
名
古
屋
か
ら
自
動

車
を
利
用
す
る
の
が
最
速
と
さ
れ
る
）。

　

長
年
に
わ
た
っ
て
高
速
交
通
網
の
波
に
乗
れ
ず
に

い
た
飯
田
市
が
、
今
大
き
く
変
容
し
よ
う
と
し
て
い

（長野県）

市 政 ル ポ 飯
い い だ

田市

牧
ま き の み つ お

野光朗
飯田市長

人
材
サ
イ
ク
ル
の
実
現
で
目
指
す

デ
ザ
イ
ン
志
向
の
戦
略
的
地
域
づ
く
り
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る
。
昨
年
９
月
、
平
成
39
年
開
業
を
目
標
と
し
、
今

年
度
中
に
着
工
が
予
定
さ
れ
る
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線

の
中
間
駅
の
一
つ
に
飯
田
市
が
選
ば
れ
た
の
だ（
正
確

な
ル
ー
ト
は
品
川
〜
相
模
原
〜
甲
府
〜
飯
田
〜
中
津

川
〜
名
古
屋
）。
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
開
業
後
は
、

東
京
（
品
川
）
〜
飯
田
市
が
何
と
45
分
程
度
、
名
古
屋

〜
飯
田
市
が
25
分
程
度
で
結
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

さ
ら
に
長
年
の
懸
案
と
な
っ
て
い
た
三
遠
南
信
自

動
車
道（
延
長
約
１
０
０
㎞
）に
つ
い
て
も
、
今
年
３

月
に
ル
ー
ト
中
最
難
関
と
さ
れ
る（
仮
称
）青
崩
ト
ン

ネ
ル（
長
野
県
・
静
岡
県
の
県
境
）の
工
事
が
着
手
さ

れ
、
長
野
県
側
は
現
道
活
用
区
間
も
含
め
全
線
に
わ

た
り
工
事
着
手
さ
れ
た
。
こ
の
三
遠
南
信
自
動
車
道

の
整
備
が
完
了
す
れ
ば
、
飯
田
市
か
ら
浜
松
市
と
の

時
間
距
離
は
飛
躍
的
に
短
縮
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

リ
ニ
ア
時
代
を
前
提
と
す
る
産
業
づ
く
り

　
「
こ
れ
に
よ
っ
て
江
戸
時
代
に
山
上
の
都
と
呼
ば
れ
、

江
戸
や
京
の
文
化
が
集
ま
り
、
陸
運
や
水
運
で
太
平
洋

側
と
も
結
ば
れ
て
栄
え
た
飯
田
は
再
び
、
リ
ニ
ア
中
央

新
幹
線
で
東
西
の
大
都
市
圏
と
直
結
す
る
と
と
も
に
、

三
遠
南
信
自
動
車
道
に
よ
っ
て
中
央
構
造
線
に
沿
っ
た

南
北
の
大
動
脈
ま
で
が
、
よ
り
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
た
形

で
復
活
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

日
本
の
中
央
部

に
位
置
す
る
南

信
の
地
に
、
最

先
端
の
高
速
交

通
網
に
よ
る
文

化
的
・
経
済
的

な
十
字
路
が
新

た
に
誕
生
す
る

こ
と
に
な
る
わ

け
で
す
」

　

そ
う
語
る
牧

野
光
朗
・
飯
田

日本のチロルとも呼ばれる「下栗の里」の秋

昭和22年の飯田市大火からの復興の象徴である中心市街地を貫く「りんご並木通り」暴れ川の異名もある天竜川は南信地方の自然を形成する大動脈
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市
長
は
、「
時
代
の
転
換
点
と
も
い
う
べ
き
大
き
な

変
化
」
を
迎
え
て
い
る
現
況
と
は
裏
腹
に
、
非
常
に

冷
静
だ
。
と
い
う
の
も
飯
田
市
は
既
に
、
最
先
端
の

高
速
交
通
網
に
一
気
に
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
る

事
態
を
客
観
的
に
見
据
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
準
備
を
し

て
い
る
。
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
や
三
遠
南
信
自
動
車

道
の
開
通
自
体
に
焦
点
を
当
て
る
の
で
な
く
、「
そ

の
後
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
、
長
期
的
ビ
ジ
ョ
ン
に
基

づ
い
た
、
多
角
的
か
つ
見
事
に
連
関
し
た
手
法
の
積

み
重
ね
に
よ
っ
て
同
時
並
行
で
進
め
て
い
る
の
だ
。

　

し
か
も
そ
れ
ら
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
リ
ニ
ア
開
通

後
の
交
通
利
便
性
の
プ
ラ
ス
面
ば
か
り
を
念
頭
に
置

い
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
特
徴
的
だ
。
あ
る
い
は
一
時

的
に
で
も
東
京
〜
名
古
屋
間
の
通
過
駅
に
な
る
可
能

性
さ
え
踏
ま
え
た
（
も
ち
ろ
ん
そ
う
な
ら
な
い
よ
う

最
大
限
の
努
力
を
し
、
な
っ
た
と
し
て
も
盛
り
返
す

だ
け
の
準
備
も
含
め
て
）、
周
囲
の
環
境
変
化
に
揺

ら
ぐ
こ
と
の
な
い
自
主
自
立
の
地
域
づ
く
り
を
目
指

し
て
い
る
。

　

そ
の
周
到
な
準
備
は
リ
ニ
ア
時
代
を
見
据
え
た「
産
業

づ
く
り
」「
人
づ
く
り
」「
地
域
づ
く
り
」に
大
別
さ
れ
る
。

　

例
え
ば
一
つ
目
の
産
業
づ
く
り
に
つ
い
て
、
牧
野

市
長
は
「
い
わ
ゆ
る
安
易
な
企
業
誘
致
と
は
一
線
を

画
し
た
、
地
に
足
の
着
い
た
振
興
策
を
心
掛
け
て
い

る
」
と
い
う
。
た
だ
や
み
く
も
に
企
業
誘
致
に
奔
走

す
る
の
で
は
な
く
、
地
域
に
既
に
立
地
し
、
根
付
い

て
い
る
地
域
資
源
と
し
て
の
産
業
（
精
密
機
械
工
業

関
連
、
水
引
や
革
製
品
を
は
じ
め
と
し
た
伝
統
産
業
、

農
業
・
食
品
関
連
、
林
業
関
連
、
観
光
関
連
産
業
な

ど
）
を
磨
き
上
げ
、
時
代
に
即
応
し
た
さ
ら
な
る
競

争
力
の
向
上
を
目
指
し
て
い
る
。

　

象
徴
的
な
事
例
が
「
飯
田
航
空
宇
宙
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
だ
。
飯
田
市
に
は
か
つ
て
繁
栄
を
誇
っ
た
製
糸

業（
養
蚕
・
製
糸
）か
ら
の
技
術
移
転
で
起
業
し
成
長

し
て
き
た
精
密
機
械
工
業
や
電
気
電

子
技
術
関
連
産
業
分
野
に
お
け
る
、
技

術
力
の
高
い
企
業
が
集
積
し
て
い
る
。

そ
の
技
術
力
を
土
台
に
今
後
の
成
長

が
予
測
さ
れ
る
航
空
機
産
業
に
着
目

し
、
飯
田
市
お
よ
び
下
伊
那
地
区
の
関

連
企
業
が
結
集
し
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
「
飯
田
航
空
宇
宙
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

は
、
牧
野
市
政
１
期
目
の
平
成
18
年

に
立
ち
上
げ
、
現
在
、
地
域
企
業
37

社
が
参
画
し
て
い
る
。
航
空
機
部
品

の
地
域
一
貫
受
注
、
一
貫
生
産
体
制
を
構
築
す
る
と

と
も
に
、
展
示
会
な
ど
を
通
じ
た
販
路
拡
大
や
技
術

力
向
上
を
旨
と
す
る
人
材
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
る

（
窓
口
・
拠
点
は
牧
野
市
長
が
理
事
長
を
務
め
る
公

益
財
団
法
人
南
信
州
・
飯
田
産
業
セ
ン
タ
ー
）。

　
「
こ
の
航
空
宇
宙
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
の
力
を
よ
り

強
固
な
も
の
と
す
る
た
め
、
拠
点
工
場
を
現
在
建
設

中
で
す
が
、
併
せ
て
国
際
戦
略
総
合
特
区
『
ア
ジ
ア

Ｎ
Ｏ
１
航
空
宇
宙
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
形
成
特
区
』
へ

の
当
地
域（
計
５
市
町
村
）の
参
加
も
、
今
年
２
月
に

決
定
し
ま
し
た
」（
牧
野
市
長
）

　

愛
知
県
、
岐
阜
県
、
三
重
県
の
44
自
治
体
（
現
行
）

が
指
定
を
受
け
て
い
る
同
ク
ラ
ス
タ
ー
形
成
特
区

は
、
取
材
後
の
４
月
末
の
時
点
で
、
新
た
に
長
野
県

と
静
岡
県
含
む
21
自
治
体
（
飯
田
・
下
伊
那
の
５
市

町
村
を
含
む
）
が
追
加
申
請
し
、
全
体
65
自
治
体
と

ス
ケ
ー
ル
を
広
げ
て
お
り
、
今
後
の
展
開
が
非
常
に

楽
し
み
だ
。

　

ま
た
、
航
空
宇
宙
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は
別
に
、
南

飯田産業センター 1Fにある名産品売り場

800年の歴史を持つ湯立神事「霜月まつり」

JUNE 2014 市政 34市政 JUNE 2014



飯田市　市 政 ル ポ

（長野県）

信
地
方
の
食
品
関
連
企
業
と
精
密
機
械
工
業
の
企
業

約
30
社
が
集
結
し
、
共
同
で
取
り
組
む「
飯
田
メ
デ
ィ

カ
ル
バ
イ
オ
ク
ラ
ス
タ
ー
」
を
平
成
25
年
４
月
に
立

ち
上
げ
た
（
窓
口
は
同
じ
く
南
信
州
・
飯
田
産
業
セ

ン
タ
ー
）。

　

同
ク
ラ
ス
タ
ー
は
食
品
と
医
療
機
器
の
２
分
野

の
分
科
会
を
持
ち
、
地
元
産
の
農
産
物
を
使
っ
た
機

能
性
食
品
の
開
発
や
、
精
密
機
械
工
業
の
技
術
を
生

か
し
た
高
度
な
医
療
機
器
の
開
発
や
人
材
育
成
を
目

指
し
て
お
り
、
地
元
の
飯
田
女
子
短
期
大
学
や
医
療

機
関
と
連
携
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

　

そ
の
ほ
か
、
市
田
柿
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
は
じ
め
と

す
る
農
業
振
興
、
各
種
農
産
品
の
六
次
産
業
化
、
地

元
産
の
木
材
を
活
用
し
た
エ
コ
ハ
ウ
ス
の
建
設
と
活

用
や
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
利
用
促

進
な
ど
を
目
指
す
持
続
可
能
な
森
林
づ
く
り
、
新
交

通
網
時
代
を
見
据
え
た
広
域
観
光
振
興
な
ど
、
リ

ニ
ア
時
代
を
見
据
え
た
産
業
づ
く
り
の
事
例
は
多
角

的
・
同
時
進
行
的
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。

入
口
だ
け
で
な
く 

出
口
も
備
え
た
地
域
づ
く
り

　

飯
田
市
の
地
域
政
策
の
特
徴
を
「
多
様
な
主
体
に

よ
る
協
働
」
と
す
る
牧
野
市
長
は
、
産
業
界
や
Ｎ
Ｐ

Ｏ
、
市
民
な
ど
の
協
働
に
よ
る
地
域
づ
く
り
を
推
進

し
て
い
る
。

　

東
に
南
ア
ル
プ
ス
、
西
に
中
央
ア
ル
プ
ス
の
峰
々

が
そ
び
え
、
市
域
を
南
北
に
天
竜
川
が
縦
貫
す
る
飯

田
市
の
自
然
環
境
は
、
今
も
非
常
に
豊
か
な
ま
ま
維

持
さ
れ
て
い
る
。
文
化
の
結
節
点
と
し
て
の
歴
史
は
、

例
え
ば
神
楽
や
人
形
浄
瑠
璃
な
ど
の
伝
統
文
化
と
し

て
、
今
も
市
民
の
暮
ら
し
の
中
に
根
強
く
息
づ
い
て

い
る
が
、
さ
ら
に
独
自
の
発
展
も
遂
げ
て
い
る
。
Ｎ

Ｈ
Ｋ
人
形
劇『
三
国
志
』で
知
ら
れ
る
世
界
的
な
人
形

美
術
家
・
川
本
喜
八
郎
氏
の
人
形
美
術
館
の
存
在
や
、

世
界
中
の
人
形
劇
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
注
目
し
、
積
極

的
に
参
加
し
た
が
る
「
い
い
だ
人
形
劇
フ
ェ
ス
タ
」

（
毎
年
８
月
開
催
）は
そ
の
象
徴
だ
。

　

こ
の
よ
う
に
豊
か
な
自
然
環
境
の
中
、
独
自
の
民

俗
文
化
を
継
承
し
て
き
た
飯
田
市
民
の
環
境
に
対
す

る
意
識
は
非
常
に
高
い
。
そ
う
し
た
市
民
意
識
を
背

景
に
、
平
成
８
年
に
は
地
球
温
暖
化
対
策
を
骨
子
と

す
る
低
炭
素
社
会
実
現
に
向
け
た
「
21’
い
い
だ
環
境

プ
ラ
ン
」
を
策
定
、
平
成
19
年
に
環
境
文
化
都
市
宣

言
を
行
い
、
さ
ら
に
、
平
成
21
年
に
は
内
閣
府
か
ら

環
境
モ
デ
ル
都
市
に
も
選
定
さ
れ
た
。
さ
ら
に
昨
年

４
月
に
は
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
に
よ
る

持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
に
関
す
る
条
例
」
を
施
行
。

同
条
例
に
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
地
域
住
民
共

有
の
財
産
と
見
な
す
「
地
域
環
境
権
」
が
盛
り
込
ま

れ
、
現
在
、
同
条
例
に
基
づ
く
多
彩
な
環
境
施
策
・

事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

　

そ
の
一
例
と
し
て
上
村
地
区
で
は
小
水
力
市
民

共
同
発
電
事
業
の
実
現
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

　

上
村
地
区
は
平
成
の
合
併
で
新
た
に
飯
田
市
に
組

み
込
ま
れ
た
中
山
間
地
域
だ
が
、
人
口
減
少
や
少

子
化
、
高
齢
化
の
急
速
な
進
展
に
よ
り
、
地
区
内
の

ＮＨＫ『三国志』に使用した人形を中心に展示される「川本喜八郎人形館」

毎年８月開催の「いいだ人形劇フェスタ」
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保
育
園
を
休
園
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
な
っ
て
い

た
。
し
か
し
牧
野
市
長
は
「
こ
こ
で
休
園
し
た
ら
、

８
０
０
年
の
歴
史
を
誇
る
湯
立
て
神
楽
を
継
承
し
て

き
た
上
村
地
域
そ
の
も
の
の
存
続
に
関
わ
る
」
と
判

断
。「
と
に
か
く
保
育
園
を
継
続
す
る
こ
と
を
決
め

た
」と
い
う
。

　

こ
の
と
き
、
飯
田
市
で
は
同
じ
上
村
地
区
を
流
れ

る
小
沢
川
で
１
５
０
kW
程
度
の
小
水
力
発
電
の
可
能

性
を
見
出
し
て
い
た
。
住
民
が
主
体
と
な
っ
て
事
業

を
立
ち
上
げ
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
固
定
価
格
買

取
制
度
に
よ
っ
て
、
こ
の
発
電
所
か
ら
生
ま
れ
る
電

気
を
売
電
し
、
そ
の
収
益
を
地
域
の
課
題
に
再
投
資

す
る「
小
水
力
市
民
共
同
発
電
事
業
」の
実
現
に
向
け

た
検
討
を
重
ね
て
い
た
。
飯
田
市
で
は
、
こ
れ
ま
で

上
村
在
住
の
保
護
者
を
対
象
に
、
上
村
地
区
へ
の
定

住
促
進
を
支
援
す
る
事
業
を
実
施
し
て
い
た
が
、「
も

し
も
こ
の
発
電
所
が
実
現
し
て
売
電
収
益
を
得
ら
れ

れ
ば
、
そ
の
一
部
を
保
育
園
の
運
営
に
充
て
る
こ
と

で
、
自
立
的
な
保
育
園
の
運
営
と
存
続
が
で
き
る
の

で
は
な
い
か
」と
考
え
た
。

　

こ
の
発
想
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
を
目
指

す
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
南
信
州
お
ひ
さ
ま
進
歩
」
が
母
体

と
な
り
、
平
成
16
年
度
に
設
立
し
た
「
お
ひ
さ
ま
進

歩
エ
ネ
ル
ギ
ー
株
式
会
社
」
が
市
民
の
出
資
に
よ
る

「
南
信
州
お
ひ
さ
ま
フ
ァ
ン
ド
」
に
よ
っ
て
、
飯
田
市

内
の
38
カ
所
の
保
育
園
を
は
じ
め
と
す
る
公
共
施
設

に
、
市
民
フ
ァ
ン
ド
な
ど
で
調
達
し
た
資
金
で
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
供
給

す
る
太
陽
光
市
民
共
同

発
電
事
業
や
商
店
、
中
小

規
模
の
事
業
所
を
対
象

と
す
る
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
を

成
功
さ
せ
た
こ
と
に
由
来

す
る
。
平
成
18
年
度
か
ら

は
環
境
省
の
メ
ガ
ワ
ッ
ト

ソ
ー
ラ
ー
共
同
利
用
モ
デ

ル
事
業
に
よ
っ
て
太
陽
光

市
民
共
同
発
電
所
を
平
成

21
年
度
ま
で
に
飯
田
市
内

を
中
心
に
１
６
２
カ
所
に

拡
大
し
た
。
こ
の
持
続
可

能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産

地
消
と
い
う
仕
組
み
を
見

事
に
体
現
し
た
こ
と
が
、

そ
の
後
の
小
水
力
市
民
共
同
発
電
事
業
の
発
想
に
つ

な
が
っ
て
い
る
。

　
「
保
育
園
存
続
の
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
と
い
う

入
口
か
ら
、
市
民
共
同
発
電
事
業
を
活
用
し
て
財
源

を
確
保
し
、
さ
ら
に
そ
の
仕
組
み
を
持
続
発
展
さ
せ
、

産
業
と
し
て
も
成
り
立
た
せ
る
出
口
づ
く
り
に
ま

で
至
る
構
想
」
は
、
リ
ニ
ア
時
代
を
見
据
え
た
地
域

づ
く
り
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
と
い
う
設
問

に
対
す
る
答
え
も
お
の
ず
と
包
含
さ
れ
て
い
る
。
そ

れ
は
す
な
わ
ち
、
市
民
が
自
分
た
ち
の
地
域
の
課
題

を
自
分
た
ち
の
手
で
発
見
し
、
方
法
を
編
み
出
し
な

が
ら
克
服
し
て
い
く
と
い
う
、
自
主
自
立
の
精
神
に

則
っ
た
地
域
づ
く
り
で
あ
る
。

　

上
村
地
区
で
の
豊
富
な
水
流
を
活
用
し
た
小
水
力

川路地区のメガソーラー

地元産材を使った環境にやさしい住宅を提案するエコハウス

小水力発電（上村プロジェクト）で活用される予定の水源地
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発
電
の
試
み（
上
村
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）は
、
自
主
自
立

の
地
域
づ
く
り
の
一
環
で
あ
り
、
今
後
の
展
開
が
注

目
さ
れ
る
。

デ
ザ
イ
ン
思
考
が
創
る
人
材
の
サ
イ
ク
ル

　

産
業
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
は
同
時
に
人
づ
く
り

で
も
あ
る
わ
け
だ
が
、
飯
田
市
に
は
人
材
づ
く
り
に

お
け
る
土
壌
も
歴
史
的
に
豊
か
だ
。
教
育
熱
心
、
学

習
を
好
む
市
民
気
質
が
江
戸
時
代
か
ら
続
い
て
い
る

こ
と
は
冒
頭
に
述
べ
た
通
り
だ
が
、
そ
の
特
質
は
戦

後
、
民
主
主
義
教
育
の
推
進
を
目
的
に
全
国
各
地
に

誕
生
し
た
公
民
館
に
お
け
る
市
民
活
動
を
通
じ
て
さ

ら
に
厚
み
を
加
え
て
い
く
。
そ
れ
は
現
在
も
同
様
で
、

飯
田
市
20
地
区
の
各
公
民
館
に
は
事
業
の
企
画
運
営

を
担
当
す
る
70
の
専
門
委
員
会
に
９
０
０
人
の
市
民

が
参
加
し
て
お
り
、
そ
の
主
力
は
30
代
〜
50
代
の
働

き
盛
り
な
の
だ
。
定
年
後
の
余
暇
を
使
っ
た
市
民
活

動
と
い
う
趣
は
な
く
、
働
き
盛
り
の
市
民
が
地
域
活

動
を
率
先
し
て
実
施
し
て
い
る
こ
と
が
、
こ
の
事
実

一
つ
で
よ
く
分
か
る
。

　
「
大
都
市
圏
な
ど
で
は
、
飯
田
市
で
暮
ら
す
働
き

盛
り
の
人
々
と
同
世
代
の
、
飯
田
を
故
郷
と
す
る
多

く
の
人
材
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
リ
ニ
ア
時
代
を
見

据
え
た
、
自
主
自
立
の
産
業
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り

は
、
こ
う
し
た
飯
田
出
身
の
有
為
な
人
材
が
再
び
故

郷
に
帰
ろ
う
と
し
た
と
き
の
受
け
皿
づ
く
り
に
も
な

る
と
考
え
て
い
ま
す
」（
牧
野
市
長
）

　

そ
れ
は
単
に
働
き
口
が
用
意
さ
れ
て
い
る
と
い
う

よ
う
な
こ
と
で
は
な
く
、
故
郷
に
戻
っ
て
も
自
己
実

現
が
可
能
な
仕
組
み
が
あ
る
と
い
う
こ
と
。
自
分
た

ち
で
地
域
の
課
題
を
発
見
し
、
克
服
す
る
仕
組
み
は
、

自
分
に
ふ
さ
わ
し
い
仕
事
を
発
見
し
、
時
に
は
自
ら

そ
れ
を
つ
く
り
、
生
活
を
成
り
立
た
せ
て
自
己
実
現

の
道
に
至
る
仕
組
み
で
も
あ
る
。
自
主
自
立
の
産
業

づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
は
、
そ
ん
な
人
材
の
サ
イ
ク

ル（
循
環
）を
実
現
す
る
た
め
の
方
策
と
も
い
え
る
。

　

人
材
の
サ
イ
ク
ル
と
い
う
意
味
で
面
白
い
の
は
、

平
成
23
年
か
ら
始
ま
っ
た「
学
輪
Ｉ
Ｉ
Ｄ
Ａ
」の
取
り

組
み
だ
。
全
国
の
大
学
研
究
者
や
学
生
が
、
飯
田
市

を
学
び
の
場
と
す
る
「
南
信
州
・
飯
田
フ
ィ
ー
ル
ド

ス
タ
デ
ィ
」
な
ど
を
通
し
、
飯
田
市
や
周
辺
地
域
と

も
積
極
的
に
交
流
し
て
い
る
。
交
流
に
よ
る
刺
激
は

既
に
飯
田
市
の
次
世
代
育
成
事
業
と
の
連
携
に
も
表

れ
始
め
て
お
り
、
飯
田
市
や
南
信
州
に
強
い
興
味
を

抱
く
研
究
者
や
学
生
も
増
え
つ
つ
あ
る
と
い
う
。
実

際
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
な
飯
田
市
の
産
業
づ

く
り
、
人
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
へ
の
試
み
は
、
学

際
的
な
見
地
か
ら
も
興
味
津
々
の
事
例
と
い
え
る
。

　
「
人
口
減
少
時
代
に
お
け
る
地
域
経
営
は
既
成
概

念
を
乗
り
越
え
た
と
こ
ろ
か
ら
出
発
す
る
べ
き
」
と

の
持
論
通
り
、
牧
野
市
長
が
牽
引
す
る
飯
田
市
の
ま

ち
づ
く
り
は
デ
ザ
イ
ン
力
に
満
ち
て
い
る
。
牧
野
市

長
は
さ
ら
に
「
行
政
マ
ン
に
と
っ
て
の
デ
ザ
イ
ン
力

は
事
業
構
想
力
に
ほ
か
な
ら
な
い
」
と
も
語
る
。
リ

ニ
ア
時
代
を
見
据
え
た
飯
田
市
の
複
合
的
な
ま
ち
づ

く
り
に
は
確
か
に
、
入
口
（
構
想
）
か
ら
出
口
（
明
確

な
結
果
）
に
至
る
事
業
構
想
・
デ
ザ
イ
ン
が
、
実
に

明
瞭
に
見
え
て
い
る
。

（
取
材
・
文　

遠
藤　

隆
／
取
材
日 

平
成
26
年
４
月
21
日
）

老若男女が積極参加する公民館活動各地の学生・研究者が飯田市および周辺地区で交流する「学輪IIDA」
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